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※１　[ライフステージ]　人生のある時期（段階）

75,000

　－

過去の実績より設定

＜指標の考え方＞
　一人ひとりの内面的な充実感や人権意識の高まりを指標化することは困難ですが、人権について考える
場、機会として啓発事業や学習会等を着実に実施し、より多くの市民の参加を促すことに取り組みます。

全員参加を目標に設定

100.073.8

参加生徒数÷全中学生数

　－

69,296

過去の実績より設定

現状値（H18） 目標値（H30）

150122
人権教育・啓発に関する事業数

人権教育・啓発に関するイベントの参加者
数

全国中学生人権作文コンテスト参加率

◎

○

　
◆人権問題について深い理解と認識のもとに、人権感覚を身につけ、自分や他人の人権を
尊重し、それを行動に結びつける。

 　全ての人の人権が尊重され、人権が侵害されず保障される社会の実現に向けて、人権問
題を正しく理解し、認識できるよう人権教育、啓発等を進めます。

　人権は、誰もが幸せに暮らすために保障される権利です。あらゆる差別や人権侵害が解消し、人
権が尊重される社会の実現を目指す必要があります。国においては、平成9年に「人権教育のため
の国連10年国内行動計画」が策定され、その後、平成12年には「人権教育及び人権啓発の推進に
関する法律」が成立しています。

○本市では、平成12年に「人権教育のための国連10年」西宮市行動計画を策定し、女性、子ど
も、高齢者、障害のある人、同和問題、外国人、その他の人権を重点課題として、人権問題に対す
る取り組みを進めてきました。本計画が、平成20年度に最終年度を迎えたため、新たな行動計画を
策定しました。
○近年では、情報化等急速な社会の変化に伴い、インターネット等による差別的書き込みや高齢
者・児童に対する虐待、ドメスティックバイオレンスをはじめ、低所得者層に対する差別などの人
権侵害事件が発生し、人権に関する課題は広がりを見せており、学校・幼稚園・保育所、家庭、地
域、職場など、市民のライフステージ（※１）に応じたあらゆる場と機会を活用し、人権教育・啓発を
推進していくことが必要となっています。

（１）新行動計画の推進
　 今日的な課題に対応するため平成21年度からスタートする新たな西宮市行動計画に基づき、人権教育、
人権啓発の総合的な推進を図ります。

（２）人権教育・啓発の充実
 　差別落書や身元調査、虐待、ドメスティックバイオレンスなどの人権侵害が後を絶たない状況を踏まえつ
つ、重点課題を中心として、人権問題に関する市民の理解を深めるため、学校・幼稚園・保育所、家庭、地
域、職場など、あらゆる場において、関係機関や団体と連携し、人権教育・啓発活動に努め、人権文化の普
及・定着を図ります。

（３）人権問題に関する支援の充実
 　日常生活において生じる差別や人権侵害から市民の人権を擁護するため、人権関係機関と連携し、各種相
談事業の充実に努めるとともに、相談機関等の情報の提供などを行います。

■「人権教育のための国連10年」西宮市行動計画　【市民局：平成12年4月～平成21年3月】
■西宮市外国人市民施策基本方針　　　　　　　　 【総合企画局：平成10年7月～】

◆現状と課題◆

◆主要な施策展開◆

◆まちづくり指標◆

◆主な部門別計画◆

◆基本方針◆

　　№１　　　　人権問題の解決

◆市民一人ひとりの活動◆

いきがい　つながり

人権教室 にしのみや人権フォーラム


